
「はさめーる」は様々な場面で、お箸を自由に使えない時、
『何とか手助けしてあげたい』、『お箸を使って食事ができる
楽しみを提供してあげたい』という観点から生み出されました。
特に手の握力が不自由な方のために、できるだけ手に負担を
かけることなく使用できるようにグリップを設けました。
グリップを支点にすることで、指への負担を軽減できました。
また、ホルダーを設けて、そこにお箸を挿入して
調節することで、お箸の先がいつも
ぴったりと合うようになっています。


